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1995年兵庫県南部地震に伴い，淡路島の野島断層沿いに延長18 kmの地表地震

断層が現れた．その後，複数研究機関によって合計5本のボーリングが行われた．

断層解剖計画500m孔は北淡町小倉において，掘削深度389 mで大阪層群と花崗

岩の境界をなす主断層を貫通した（第１図）．コアには野島断層の主スリップゾ

ーンと推定される断層ガウジ帯が含まれる（林ほか, 1999).一方，同1,800m孔

は同じく小倉において，鉛直からフランジ約70°で掘削された（第１図）．孔底付

近にいたるまで，主スリップゾーンに対応する断層ガウジ帯は認められず，その

外縁部と見なされた．このような破砕帯外縁部の構造は，特にその透水特性など

を考える上で近年重視されている．ここでは, 1,800 m孔コアに見られる小規模

な剪断帯と，隣接する岩石の組織を紹介する. 500 m孔の解析と併せ，破砕帯全

域を通じての理解が進むと期待される．
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第1図．掘削孔の軌跡をN40°Ｗ鉛直面に

投影した図．掘削地点と周辺の地質は，林

ほか(1999)の第1図を参照. 1,800m孔
は地表から孔底まで全て花岡岩体中を通過

する．野島断層は，地表から389 mまでの

傾斜角83°をそのまま深部へ外挿したもの

を実線, 1,800m孔孔底により近づけたも

のを破線で示す．

第2図．

花崗岩か

ら面状カタクレーサイトを

経て，ほぼ鉛直の緑色断層ガウジ帯（白矢印）

に漸移する.元々板状だった黒雲母が伸張し，

面構造を形成している．ガウジ帯内部にも伸

張した黒雲母が含まれる．画面左側が上位．

スケールの目盛は5inin (以下，全て同様）．

掘削深度l,605.6(ト1,605.68m.
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第3図．観察されたうち最も粘土質な中角の断

層ガウジ帯．高角で定向配列する黒雲母を切っ

て，水平の赤褐色裂か（変位を与えていない）

が発達し，それらはガウジ帯に切られている．

さらにこれら全ては中角の小断層（白矢印）に

よって切られ,見かけ時計回りに回転している．

掘削深度1,680.65-1,680.71m.

第4図．水平ないし低角の裂か（白矢印）が高密度で発達する．第3図のものに類似するが，無色ないし淡赤

褐色である．これを切って高角の剪断面（黒矢印）が発達し，その面に沿って黒雲母が伸張する．すなわちこ

のような水平系裂かは，面状カタクレーサイトと同等の深度で形成された．掘削深度1,682.90-1,682.99m.

第5図.2枚の高角剪断帯（白矢印）の間に，湾曲した剪断面？（黒矢印）が挟まれる，上位の高角剪断帯に隣接して水平系赤褐

色裂かが局所的に発達する．また，湾曲した剪断面と下位の高角剪断帯に囲まれる部分のみ，長石類が

橙

赤色を呈し，局所的な変

質作用を被ったことを示している．掘削深度l,723.39-l,723.56m.
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